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Abstract 
It has been well known that the occurrence of maximum delivery ratio is govened by the 
inertia-effect due to the intake pipe system. 
This paper treats of the theoretical or experimental analysis of thεmatching condition in such 
inertia-effect. 



























となる。ここに向:給気密度， Li:給気管長， Ii :給気孔部の断面積， x:給気管内気柱の
移動距離， Pk ( B) :任意のクランク角 (B)におけるクランク室圧， Po:大気圧， LlP:流入
時の全圧力降下あり，給気管断面積(f'i )は給気孔部の断面積(fけに等しいものと仮定する。
いま給気管内気柱当りの抵抗係数 (μ 〕を考え，この μには給気管入口の抵抗 01)，気化
器の抵抗(ん)，管壁の摩擦抵抗 (x・Lijdi)および給気孔まわりの抵抗(ん〕をも含めるも
のとする。そのときの管入口からクランク室までの全圧力降下は，最大給気孔開口面積のとき
ρi I d X ¥2 
L1P=一一(一一一一)m・(λ1+λ2十χ・L;/d;十λ3)2 ¥ d t 1m ¥ ._， ' ._" ，_ ~'/ (2) 
任意の給気孔関口面積のときは




β(θ) . = (d X/ d t)/ (d x / d t) m 
さらに吸入給気量 Gi=Pi ・ fi • xjRTi と Gnニ PoVhjRT。との比を
K = GijGll= (PijPo)・(TojTi)(fixjVn) 




Vh :行程体積，温度および大気温度，Ti， To 給気管内の平均圧力，ここIこ Pi，とおく，
Kは理論給気比に相当する。R:ガス常数であり，







d2K . ~ d K ~;~ +2μ ←一一d 02 -r d 8 
ここkこ
Vh dK/d(} /_ ，. ..T 
μワロ7・7寸訂 (λ1十λ2十市+川 (7) 
と近似してある。次にエネルギーの平衡式は(PO/Pi)・(T;fTo)宇 l但し
(8) G k(θ)・Gv• T k(θ) = Gki・Cv・Tkl十 GI'Cp， T， 






iはそれぞれ給気孔開(1.0.)，任意クランク角におけるクランク室内，給り，添字 ki> k， 
この(9)式を C6 )式に代入すると気管内混合気の状態を表わす。
。1笠 +2J互十ユー=-L(τ1ε・/k) ( 1 -Pnkl • e' ) dθ2 ，-，.- d 8 . Z 1 2 Z， 2 ，-. (J 
'TI=To/TI ，e=Vk(θ) /Vh ，ε'= Vkl /Vk(θ) ，ZI jま・Vk(θ)・LI/flこ〉に
として
Vk(O)=Vkt-AVk(θ) = Vkt一一 1~ !θ ~CV h (8)・dθ=Vkm。ic-()IC)8Io
= :1 . J Vk m L 1/ f i 






θie， : 1.0.， 
P1宇1.01-1. 03程度で Pi= 1と近似でき，





種機関の給気孔開口期聞は 120-1500 と比較的小さく，クランク室圧縮比も低いので、 JVk((})
maxjVkn : 0.04に過ぎず，慣性効果の同調条件に関する限りでは無視できるものと思われる。
いま(10)式の初期条件として1.0.時のクランク角を基準とし
θ=0にて K=O， dKjdO=O 
とおくと 1 -Zi2 • Pり 0の場合(但しドJ瓦LJ〉
K=(τi・ε/k)(l一s'pki/po){l-e-μ。(coo<pθ十 μ/<p・sinタθ)} (13) 
となる。次に給気比の極値を与える条件として dKjd(}ニ Oの関係から
1/ Zn/ごμ2+ (m・180/B ;)2= (μ2十(180/g;)2 (m=1) (t4) 
が得られる。上式が最大給気比を与える条件すなわち慣性効果の同調条件式であり，この場
合の慣性特性数 (Zi)を Zil¥J:，有効な給気孔開口角を 0♂とした。
なお1-Zi2p2=0の場合は非減衰振動 (Z咋:0，μ=0)となり ，1-Z2j/l2く0の場合にはdKjdH










図 2 ZjM~O汽 /2 tsJIi凶
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比 (KM:)を与える 21M:，たとえば他の因子が同じ場合には機関回転数 (NM)は高速に移行し，
流動抵抗 (μ 〉が大きいと逆に 21M:は小さくなり，その回転数 (NM:)は低速に移行する。し









a) 慣性特性数 (2i) の影響

















図において最大給気比 (KM:)は一定の 2，でよく揃ヮている。これは供試機関 E-50の有効
給気孔開口角 8/=1100 (Oi-.d 81= 1200-100) および流動抵抗の計算値 μキ1.03(後述〉
を用いて(14)式から計算せる値 21M:=0.493ともかなりよく一致している。
( 89 ) 
452 侃則 弘
また同図下方に示した機関 E-125の場合も，実験値 Zi宇0.6に対し計算値は 2iM= 0.61 
(()♂= 1300，μ宇0.9) となり両者はよく一致する。 このように機関回転数，給気管長を広範
囲に変えた実験結果が Ziを用いてよく整理されることから他の因子がすべて同じとすると最




を図-5Vこ示す。 この際平均クランク室容積 V](mは次式から算出でき， その計算線図を
図-6に示してある。
Vkt-V](m{=ε](/ε](-1-V](m/Vt}宇(1/2十1/81.)一1/θ1・
{sin({)i/2)十1/81.・sin({)i)}+.・ H ・..…...・ H ・..……(15)


























に示す。この際， θ1を変えると厳密にはクラシク室容積 Vkmも変るが，的=1200 と1800 の

























んこ 0. 1O~0.5 を用いて μ を算出し，その結果μ ニ 0.5~1.05 (À 2 ニ 0 ， LIと0.5mの場合〕を得
ている。さらに最大給気比を与える ZIM(実験値〉から逆算した値 μ ニ 0.6~0.9 ともよく一
致することを示している。
いま供試機関の給気管および気化器を用いた定常流実験によると， ，lj宇 0.05，x = 0.045， 
，l3 =0.35 (機関E-50)，0.27(機関E-125)，ん=0.55(f;jfc-l) (但し fc :気化器の開口面
































C一九 0.512 1.07 1.045 
% 0.497 1.17 1.125 
~f. 
ノ4 0.465 1.40 1.36 











図-10 K~Zl 線図 (C)
Hr .. 
図-1 給気比曲線 (dl)



















とし給気孔開口角 (fli)，給気管径 (di)，気化器開度 (C)等を変えて測定せる吹戻し量を供
給燃料流量 (Qf) との比 qr/Qf で示したのが図~13 であり，代表的オシログラムを示したの
が図ー で14である。
図-13において qr/Qrは極く低速回転では低いが順次増加し， N = 1500--1100rpm附近で
qr/Qr曲線の山を生じ，再び低下を続け，最大給気比を生ずる機関回転 N= 2200rpm (Li = 58 
cm)および N=3000rpm (Li =22cm)附近において qr/Qrは最小となる。 さらに高速で、は
給気比の低下とは逆に qf/Qrは急激に増大している。 このように燃料の吹戻し量は機関回転





















( 96 ) 
クランク室圧縮型2サイクル機関における給気If'f系の慣性効果について 459 
対し

















図 15 qf/Of~Zi 線図
同図には(14)式からμ=1. 03，θi株=1200 (.:1θ1=100) を用いm=1 ，2，3の場合の Zi1f.を
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